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疫
病
菌
・べ
と
病
菌
に
対
す
る
基
礎
活
性
が

高
く
、極
め
て
少
な
い
薬
量
で
病
原
菌
生
活
環

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ジ
に
作
用
。病
気

の
発
生
し
や
す
い
条
件
の
中
で
も
優
れ
た
防
除

効
果
を
発
揮
し
ま
す（
図
1
）。

　
散
布
は
、感
染
前
に
予
防
的
に
実
施
す
る
の
が

基
本
で
す
が
、悪
天
候（
荒
天
、連
続
的
な
降
雨

な
ど
）や
他
の
管
理
作
業
の
た
め
に
最
適
な
防
除

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
場
合
の
散
布
で

も
、比
較
的
安
定
し
た
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
散
布
時
に
展
開
中
、あ
る
い
は
未
展
開
の
新

葉
に
も
有
効
成
分
が
行
き
渡
り
ま
す
。新
葉
が

展
開
す
る
栄
養
成
長
期
に
お
い
て
も
、作
物
を

病
害
か
ら
的
確
に
保
護
で
き
ま
す（
図
2
）。

　
葉
の
表
面
に
付
着
し
た
有
効
成
分
の
一
部
は

葉
裏
ま
で
到
達
し
、葉
裏
に
対
し
て
も
保
護
作

用
を
発
揮
し
ま
す（
図
3
）。

　
散
布
後
、有
効
成
分
の
大
部
分
は
葉
の
表
面

の
ワ
ッ
ク
ス
層
に
す
ば
や
く
吸
収
さ
れ
、優
れ
た

耐
雨
性
を
発
揮
し
ま
す（
図
4
）。

　
こ
れ
ま
で
の
殺
菌
剤
と
は
作
用
機
構
な
ら
び

に
作
用
部
位
が
ま
っ
た
く
異
な
る
た
め
、既
存

殺
菌
剤
と
の
交
差
耐
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。各
既

存
剤
感
受
性
菌
、耐
性
菌
を
問
わ
ず
、高
い
防

除
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
委
託
試
験
、社
内
試
験
で
薬
害

が
認
め
ら
れ
た
事
例
は
な
く
、適
用
作
物
に
対

す
る
安
全
性
は
高
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
哺
乳
類
、鳥
類
、魚
類
に
対
す
る
毒
性
が
低

さ
あ
、新
し
い
次
元
へ

豊
か
な
実
り
に
つ
な
が
る
新
し
い
効
き
目
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■図1　生活環の各ステージに対する作用
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ュ
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ン
T
M

ゾ
ー
ベ
ッ
ク
Ⓡ
エ
ニ
ケ
ー
ド
Ⓡ（
以
下
ゾ
ー
ベ
ッ
ク
Ⓡ
エ
ニ
ケ
ー
ド
Ⓡ
）は

4
月
13
日
付
で
農
薬
登
録
を
取
得
し
た
新
規
の
作
用
機
構
を
持
つ
殺
菌
剤
で
す
。

新
規
有
効
成
分
・
オ
キ
サ
チ
ア
ピ
プ
ロ
リ
ン
が
疫
病
や
べ
と
病
な
ど
の
病
原
菌
で
あ
る
卵
菌
類
に
対
し
て
効
果
を
発
揮
し
ま
す
。

病原菌生活環におけるさまざまなステージに作用することで、卓越した防除効果を安定して発揮します。
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耐雨性は有効成分の植物細胞内への浸透速度と関係します。散布後、有効成分オキ
サチアピプロリンの大部分は葉の表面のワックス層にすばやく吸収され、優れた耐雨
性を発揮します。散布1時間後以降の降雨は防除効果にほとんど影響を与えません。

　
過
度
に
本
剤
に
頼
っ
て
病
害
防
除
を
行
う
と

耐
性
菌
が
発
現
す
る
リ
ス
ク
が
増
大
し
、防
除

効
果
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。耐
性
菌

管
理
方
針
を
守
り
、適
切
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
ゾ
ー
ベ
ッ
ク
®
エ
ニ
ケ
ー
ド
®
は
、日
本
に
お
い

て
平
成
22
年
よ
り
日
本
植
物
防
疫
協
会
を
通

じ
た
新
農
薬
実
用
化
試
験
を
開
始
し
、平
成
26

年
に
農
薬
登
録
を
申
請
、平
成
28
年
4
月
13
日

に
農
薬
登
録
を
取
得
し
ま
し
た（
表
1
）。今
後

は
耐
性
菌
管
理
を
含
め
適
切
な
使
用
指
導
を
行

い
、わ
が
国
の
農
業
生
産
に
末
永
く
貢
献
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。本
剤
の
ご
愛
顧

を
、何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、ハ
チ
等

の
有
用
昆
虫
に
対
す
る
安
全
性
も
高
く
、周
辺

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い
薬
剤
で
す
。

・
開
花
前
の
栄
養
成
長
後
期
、疫
病
の
初
期
感

染
が
懸
念
さ
れ
る
時
期
の
ご
使
用
を
お
す
す
め

し
ま
す
。初
期
感
染
を
確
実
に
抑
え
、疫
病
の

進
展
を
防
止
し
ま
す
。

・
発
病
前
に
予
防
的
に
使
用
し
、７
〜
10
日
後
に

は
次
の
疫
病
防
除
剤
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
疫
病
専
用
剤
で
す
。菌
核
病
、軟
腐
病
、夏
疫

病
な
ど
他
病
害
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。他

の
有
効
薬
剤
と
組
み
合
わ
せ
て
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

■図2　上方への移行性

■図3　葉面浸透性

■図4　耐雨性
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■表1　登録内容

耐性菌管理方針

※別段の表記がない限り、®または™を付した商標は、米国デュポン社又はその関連会社の商標又は登録商標です。

有効成分オキサチアピプロリンは散布後、茎葉部分から植物体内に吸収され、すみや
かに上方移行し、上位葉及び新たな展開葉を的確に保護します。

葉の表面に処理した本剤の一部は葉の内部へ浸透し、裏面に到達します。処理面と
反対側の葉裏を保護することが可能です。

供試作物：ばれいしょ（品種：デジ
マ）ポット苗（5ポット/区）
試験方法：本葉7～8展葉期にお
いて上位葉はチャック付きポリ袋
で覆い、下位葉のみ葉剤散布。散
布2日後に疫病菌遊走子嚢懸濁
液（5.0×104 個/㎖）を噴霧接種
（200㎖/ 株）。その後は24 時間
湿室に置き、接種10日後に調査。

供試作物：ばれいしょ（品種：デジマ）ポット苗
（5ポット/区）
試験方法：2複葉先端の小葉3枚の葉表に
薬剤処理（塗布）。処理2日後に疫病菌遊走
子嚢懸濁液（5.0×104個/㎖）を接種（円盤
状打ち抜いたろ紙に懸濁液10μℓを染み込
ませ、各小葉の葉裏2ヶ所に貼付）。その後
は24時間室温に置き、接種10日後に調査。

葉の表面：12～15％

葉肉部分：3～5％

ワックス層：約80％

１粒１粒が有効成分オキサチア
ピプロリンの存在を示します。

葉の断面図
散布1時間後の有効成分分布状況（イメージ）

平成27年 丸和バイオケミカル（株）阿見開発センター

平成27年 丸和バイオケミカル（株）阿見開発センター

●ラベル記載の薬量（希釈倍数）を遵守し、推奨する散布間隔（7～10日）を
守って使用してください。
●栽培期間の前半に使用してください。防除の序盤に使用することで作物保護
効果を高めつつ、病原菌が薬剤に暴露される機会を制限することができます。
●異なる作用機構を持つ、疫病・べと病に有効な殺菌剤と体系（ローテーション）
で使用してください。本剤散布以降、体系の中に治療効果のある殺菌剤を組
み入れることで耐性菌管理をより効果的に行うことができます。
●病徴が発現する前に予防的に使用してください。病徴発現以降は本剤の散
布適期ではありません。十分な効果が得られないばかりか、耐性菌発現のリス
クが急激に高まります。ご注意ください。

　上記の耐性菌管理を行うことにより、登録の使用回数（2回以内）であれば耐
性菌発現のリスクは減少します。
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